





















Establishment of an experimental system for studying nepoviruses and nematode 
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研究成果の概要（英文）：Virtually no progress has been made in research on nematode transmission of 
nepoviruses in Japan since the 1970s. The establishment of an experimental system for testing the 
transmission of nepoviruses by nematodes found in Japan is required for advancing research in this 
field. Therefore, we studied nematode transmission of Cycas necrotic stunt virus, a nepovirus 
considered to be indigenous to Japan, and viruses isolated in Japan. After establishing a method for
 virus detection from nematodes and test plants, we confirmed the acquisition of viruses by 
nematodes and nematode transmission of viruses to healthy test plants. In addition, we established 
an experimental system for testing nematode-mediated transmission of viruses. Moreover, we 
successfully used the experimental system thus established to confirm virus transmission by three 














































(1) 線虫によるウイルス媒介性試験は、CNSV および ArMV の各ウイルスを X.bakeri の線虫に獲
得させ、ウイルスを獲得した線虫を健全な検定植物の Chenopodium quinoa に接種してウイルス
の感染を検定して線虫によるウイルス媒介性を確認した。さらに、確認した実験系を用いて、国















①  X.bakeri のウイルス獲得・保持 
CNSV および ArMV の各ウイルスを汁液接種
法により鉢植え C.quinoa 苗の葉に感染さ 
せてから根に移行させ、根回土壌に線虫を  
放飼して 2週間育成することで、線虫に根  
からウイルスを獲得吸汁して保持させた。  
根のウイルス検定は、根を液体窒素で粉砕 
し、RNA をキット（RNeasy plant mini kit, Qiagen)で抽出、ウイルスの特異的プライマーによ
る RT-PCR 法と RT-nested PCR 法で検定した。線虫のウイルス保持は、根回り土壌から線虫を分
離後滅菌水で洗浄・回収、ビーズ式細胞破砕装置で虫体を破砕し、抽出キットで RNA を抽出し
て、ウイルスの特異的プライマーによる RT-PCR 法と RT-nested PCR 法で検定した。 
②  保毒した X.bakeri によるウイルス媒介性の確認 
保毒した線虫は根回土壌から分離・洗浄・回収して、健全な C.quinoa の根部に接種して 3週間
育成した。C.quinoa の病徴観察とウイルス検定を行い、線虫のウイルス媒介性を確認した。健




(4) 3 種線虫による CNSV の媒介性試験 
前述(3)の①および②と同じ方法で検定(ゴール数は未調査)して、X.bakeri、X.americanum 種群




X.bakeri の線虫をクワ実生苗に放飼して 6ヶ月間育成した結果、線虫頭数は平均約 18 倍に増加
した。供試した X.bakeri、X.americanum 種群の一種および L.martini の線虫から両ウイルスは
検出されなかった。  
 
(2) X. bakeri によるウイルス媒介性試験 
①  X. bakeri によるウイルスの獲得保持 
CNSV および ArMV の各ウイルスを感染させた C.quinoa の根回土壌
に X.bakeri を放飼して 2 週間育成した結果、すべての株で根のウ
イルス移行を確認した。また、X.bakeri 30 頭の検定で両ウイルス
は RT-PCR 法および RT-nested PCR 法で陽性となり、X.bakeri のウ
イルス保持を確認した。 
②  保毒した X. bakeri によるウイルス媒介性の確認 
各ウイルスを保毒した X.bakeri を健全な C.quinoa の根回土壌に
100 頭前後接種して 3 週間育成した結果、CNSV では健全 C.quinoa
の葉にウイルス症状が観察されて RT-nested PCR 法で陽性となっ
た。ArMV では C.quinoa の葉のウイルス症状は観察されなかった
が、RT-PCR 法で陽性となった。以上の結果、両ウイルスは X. bakeri
により媒介が確認された。両ウイルスの陽性結果から、X. bakeri
のウイルス媒介能は CNSV よりも ArMV で大きい可能性が示唆され 
た。また、X.bakeri による C.quinoa の根のゴール形成数は、保毒
線虫の媒介の有無による違いはみられなかった。 
 
(3) 3 種線虫による CNSV の媒介性の確認 
①  線虫によるウイルスの獲得保持 
CNSV を感染させた C.quinoa の根回土壌に X.bakeri、X.americanum 種群の一種および L.martini
の線虫を放飼して獲得吸汁させ 2週間育成した。X.bakeri 30 頭、X.americanum 種群の一種 4頭
および L.martini 4 頭の線虫の検定では、X.bakeri は RT-PCR 法で陽性、他の 2 種線虫は RT-
nested PCR 法で陽性となり、CNSV の保持を確認した。 
②  保毒線虫によるウイルス媒介性の確認 
CNSV を獲得して保毒した X.bakeri 135 頭、X.americanum 種群の一種 10 頭および L.martini 6
頭の線虫を健全な C.quinoa の根回土壌に接種育成した結果、いずれも RT-nested PCR 法で陽性
となった。 X. bakeri では C.quinoa の葉に病徴が観察された(図 2)。その他の線虫では病徴は
観察されなかった。以上の結果、3種線虫による CNSV の媒介を確認した。 
 
(4) 本研究では、ネポウイルスの CNSV および ArMV を X.bakeri の線虫に獲得保持させて、ウイ
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